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（essentialist）と彼をみなすのが通説である（佐藤 1968，1986；Brameld 1971；Tanner and Tanner 



































 　したがって，人間は，自己の歴史とまだ見ぬ自己との弁証法を生き（Bruner 1996: 36），「心の生涯は，


























































意したりしておくという点で，必然的に生産的なものである」（Bruner 1979: 121）。 
 　また，教授すべき〈構造〉は，学習者の状態や才能によって変化するので，「既習のことを上級学
年でより高い水準でくりかえすやり方」（Bruner 1977: 13）である螺旋型カリキュラムが必要とされる。 
 4.2　〈発見〉の意味 





















性，あるいは構造を把握したりする行動あるいは知的な技巧である（Bruner 1977: 13，1979: 102）。










現する方法論である。「直観はもっと先への招待である」（Bruner and Clinchy 1966: 76）とは，この
ような意味で述べられている。 





























 　しかし，共同注視（joint attention）（Scaife and Bruner 1975），言語発達における共同注視や共同





































 　Bruner（1966a: 44 ― 5）は，認知が，運動的（enactive）表象，映像的（iconic）表象，記号的（symbolic）
表象から構成されるとする。このうち，運動的表象とは，身体的動作による世界の表象を意味し，こ
の意味でこの用語（enaction）を最初に用いたのがBrunerである（Ruiz and Linaza 2015）。 







































育的活用についての言及（Bruner 1965: 45 ― 6）などである。したがって，ナラティヴは，彼が自ら
の理論を再構築するための概念でもある。 
 　さて，ナラティヴは，「人間の行為と意図という素材を扱」い，「文化という規範的な世界と，信念，
欲求，希望という個人により特有な世界とを媒介する」（いずれもBruner 1990: 52）。 






い役割を担う（Bruner 1996: 42，詳しい議論はBruner 2003の3章）。学校は，このアイデンティティ







 　この間主観性は，他者との共同行為に内在的な報酬に基づき（Bruner 2008: 36），共同行為におけ




的な叙述」（Bruner 1990: 35）である。 
 　そのフォークサイコロジーは，人間と文化との関係と同様に，文化を反映するが，なお個人が創造
するものである。つまり，誰もが，なぜ自分と同じ様に他人も行動するのかについての理論を構築す
る心理学者であることを必要とする（Bruner 1996: 162）。 
 　もっとも，「心理学者」といっても，それはフォークサイコロジーが科学的であることを意味しない。




1996: 46 ― 7）。 
 　このフォークペダゴジーには，4つの主要な教授法モデル（学習者の心＝目標）がある（Bruner 
1996: 53 ― 63）。それは，①模倣する学習者としての子ども＝「ノウハウ」の獲得，②教え込みによる
学習者としての子ども＝命題的知識の獲得，③思考する者としての子ども＝間主観的交流という発達，
④知識人としての子ども＝「外在する」知識の統御である。これらのモデルを調和のとれた統一体に






















































音楽で理論を構想していた（Root-Bernstein and Root-Bernstein 2010）。したがって，学習において





















































































形成し（Bruner 2010: 45），それは文脈に依存する（同46）からである。このことは，既に述べた。 
 　また，別の方法として，アメリカの教育界で既に実践されている文脈的教授・学習（contextual 
teaching and learning; CTL）がある。それは，文脈依存的である職業的能力と脱文脈的であるアカ
デミックな能力とをともに教育する方法として，認知・学習科学の知見を応用して開発された（松本 
2009）。 


























身の世界観をつくり出さなければならない」（Bruner 1979: 116）からである。 
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